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a

M

—

 M

M 1

水稲


1

てんどう



1.5

1.5

1

  

  

LX

50 00

100

70 100

70 100
 ME

kg 3

(
)

 

 

,
,

a

(  )

( )
(  )

10a

500

F /

15 55

(8/25 )

500 700

a

500

LX

15

LX LX

15 55

a

a

P

a

30
60

40
30

 

300

  

P

( 9/5 )

cm cm100

3 5cm

3 5cm

水稲


2



 

10a

28+4A
1 1 30×60cm

1.5 4L

3A kg

4A kg

3A 2,000 ,

16 1,000

3A kg

30 2,000

13 2,000

1B 1,000 21 700

4A 3 6kg

5 SC 2,500

21A+ 1,000

34 2,000

1,000 3

2,000

 

10a

11 20 2,000 3

11 2,00

P2 6kg

3 1,000 14

24+M1 1,000 14

31 2,000

3 1,000

M3 600 14

3+M3 600 14

+M3 1,000 14

4+11 kg

11 2,000 3

M5 1,000 14

7 kg

7 2,000 3

3 2,000 7

21 2,000 3

40 2,000

2 1,000 14 500 1,000 1

14

3

31+24 1,000

 
10a

3A kg

3A 2,000 5

4A 4,000 2

6 2,000 3 2

15 4,000 3

1B 2,000 14

 

10a

4+11 kg

P7 1,500 2

U17 1,000

21 2,000 3

40 2,000 3 2

 
10a

36 30kg

21 20kg

1B 5 6kg 1

3A 4kg 1

21 2,000 3 3

11 20 2,000 7

4A 4,000 7 1

3A 2,000 2

15 2,000 7

6 2,000 3 2

          こ　ま　つ　な　の　防　除　薬　剤

ね　ぎ　の　防　除　薬　剤

ほ　う　れ　ん　そ　う　の　防　除　薬　剤

【　病害虫防除　】

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

野菜


野菜


野菜


3



 

10a

28 400 1

4A

15 2,000

3A 3,000

6 2,000

29 2,000

30 2,000 2

13 2,000

4A 2,000

4A 2,000

5 SC 2,500

28 2,000

UN 1,000

4A 1,000

4A 2,000

23 2,000

 

10a

M4 80 800

7 2,000 3

11 2,000

1+10 1,000

M5 1,000

40+M5 1,000

+M3 800

3 3,000

9 2,000

7+M5 1,000
3

4

M7 3,000

21 2,000

2 1,000

              

 

1000

4

L

 

 

10a

3A 3,000

4A 4,000

1A
3A 1,000

28 4,000 2

28 2,000

,

           

28

4A

3A

15

6

29

30

13

4A

4A

5 SC

28

4A

23

7
1+10
M5

3

9
M7
M3
21

400

2,000

2,500

2,000

1,000

 

 

2,000

2

3

4

2

2,000

2,000

2,000

2,000

2,000

10a

 

4

2

5

10a

 

                  

2,000

2,000

2,000

1,000

2,000

3,000

1,500

 

2,000

6,000

1,000

2

2

 

 

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

【　害虫防除　】

ト　マ　ト　の　防　除　薬　剤

ミ　ニ　ト　マ　ト　の　防　除　薬　剤

と う も ろ こ し の 防 除 薬 剤 （スイートコーン）

野菜


4



  

10a

1B kg
2g/

4A 2 /

3A 3,000

16 1,000

29 2,000

30 2,000

13 2,000

6 1,500

4A 2,000

5 5,000

28 2,000

21A 1,000

1B 2,000

4A 2,000

23 2,000 3

 

10a

7 2,000

24+M1 1,000

NC 800 —

1 2,000 5

10+2 1,500

M5 1,000 12

40+M5 1,000

21 2,000

3 3,000

M10 2,000

3 5,000

2 1,000

45+40 DM 2,000

1,000

M7

 

1+10

1,000

 

M

                

1000

1,500

21+M5

2,00074,000

1,000

(FRAC  )

P2 6 7.5kg
5g/

 

10a

4A 1

4A 1 2g

3A 2,000

29 2,000

30 2,000 2

13 2,000

6 1,500

25A 2,000

4A 4,000

5 SC 2,500

28 2,000

UN 1,000

4A 4,000

23 2,000

 

10a

11 2,000

3 3,000

M5 1,000

27+M5 1,500

M7 3,000

2,000

500
14

21 2,000

2 1,500

1

2,000

 

            

1000

 

10a

4 1B 4 6kg

M5 1,000 5

4A 3,000 3 2000

29 2,000

4A 15,000

21 1,000

5

6

  

          

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

【　害虫防除　】

【　病害防除　】

【　病害虫防除　】

き  ゅ  う  り  の  防  除  薬  剤

な  す  の  防  除  薬  剤

ば　れ　い　し　ょ  の  防  除  薬  剤

5

野菜




 

10a

36 20 30kg

21 0kg

1B kg
1 2g/

3A kg 1

- g/ —

30 2,000 7 2

M3 400 30

31+24 1,000

4A 2,000

5 SC 2,500

UN 1,000

21A 39 1,000

M5 1,000

28 2,000

3A+1B 1,000 5

8

                
  

9

10

 

10a

36 20 30kg

21 0kg

1B kg
1 2g/

3A kg 1

- g/ —

30 2,000 7 2

M3 600 30

31+24 1,000 21 2

4A 2,000

UN 1,000

21A 39 1,000

M5 1,000

21 2,000 4

28 2,000

3A+1B 1,000 5

          
  

8

10

9

 

10a

1B kg

4A 6kg

1A 3 6kg 30

31+24 1,000 14 3

g/ —

4A 2,000

3A+ 2,000 3

21 2,000 3 3

5 5,000 7 3

4A 2,000 7

                
  

10

8

9

10a

36 20 30kg

21 20kg

4A kg

3A 4kg 1

11 3,000

6 2,000

21 2,000 3

4A 4,000
11

10

                

9

  

【　病害虫防除　】

【　病害虫防除　】

【　病害虫防除　】

【　病害虫防除　】

キ  ャ  ベ  ツ  の  防  除  薬  剤

は　く　さ　い  の  防  除  薬  剤

だ  い  こ  ん  の  防  除  薬  剤

せ  い  さ  い  の  防  除  薬  剤

6

野菜




 

10a

1B F kg

4A 1 kg

11 20 2,000 3

40+M1 C 600

2 1,000 30

1+10 1,500 3

1B 2,000 3

4A 2,000 3

4A 2,000

3A 2,000 3

28 5 4,000 3 3

3A 1,000 14

28 2,000

M3

  

1,000

( )

4,000

kg
ml

( )

R-

kg
ml

( )

MAXX4A 12+4

3,000

10a

28 400

36 20 30kg

21 0kg

1B kg

28 5 2,000

M1 Z 500

29 DF 2,000 14 2

1B 2,000 3,000 3

4A 2,000
10

                   

1 30×60cm
1.5 L 0.5L

9

  

        

21
2

14
3

 

1

3 3
1 2

5
2 1 2

3
7

1
7  1

7
1

1
(

)

1

1

1
1

1
8
1 1 1 1

10

1 1 1 1 1

3 14
3

14
3

14
3

3
     2

30 3 30
14

1 2
7
1

14
1

( )

1 1
30

1

 
10

1
( )

1
( )

1
( )

1
( )

1
( )

       

1 3 5

1

1

1 1

14
1

7 1

1

( )

1

      

1

1

2

1
1

1
      
      

  

【　病害虫防除　】

【　病害虫防除　】

え　だ　ま　め　の　防　除　薬　剤

カ リ フ ラ ワ ー ・ ブ ロ ッ コ リ ー の 防 除 薬 剤

7

野菜




10a

L

-H

果樹
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10

40

2 40

3 40

4

500

2,000

5
40

500

6 40

7
10
40

1 10

2

M 1,500

2,000

3 30

4 30

5 30

6 30

 

1

50

10

2 30

3

500
2,000
2,000

4
500

1,000

5

2,000

4,000

2,000

6 2,000

7
30

4,000

 

1

 

 

     

    

  
11 12

   

   

 

  

 

     

   

 

  

    

  

   

    2,000

2,000

2,000
    

    

    

  

果樹
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㍑

ラウンドアップマックスロード
草枯らしMIC
カルナクス
タッチダウン iQ

ザ ク サ

サンダーボルト
００７

ザ ク サ ラウンドアップマックスロード
草枯らしMIC
カルナクス
タッチダウン iQ

果樹
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果樹


１１

  SC

,
, ,

      

   

   
M

   

   
DJ

+

         

   



さくら
ん　ぼ

12

てんどう
農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

発芽前まで

—

休眠期

—

７日前まで

２回以内

幼 果 菌 核 病 ・ 灰 星 病 ２１日前まで

褐 色 せ ん 孔 病 ・ 炭 疽 病 ５回以内

ハ マ キ ム シ 類 前日まで

ケ ム シ 類 －

幼 果 菌 核 病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

褐 色 せ ん 孔 病 前日まで

灰 星 病

黒 斑 病 ・ 炭 疽 病 ３回以内

灰 星 病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

褐 色 せ ん 孔 病 ３日前まで

炭 疽 病 ５回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

灰 星 病 前日まで

黒 か び 病 ３回以内

オウトウショウジョウバエ 前日まで

カ メ ム シ 類 １回

前日まで

３回以内

シ ョ ウ ジ ョ ウ バ エ 類 ４,０００倍 ７日前まで

オウトウハマダラミバエ 倍数注意！ ２回以内

前日まで

１回

　○　摘果が遅れた場合には、摘果した果実を適正に処理する。

　○　果実は、適期収穫を行い、過熟果にならないうちに収穫を終了する。

　○　病虫害果・キズ果・過熟果等のもぎ残しは、きれいに収穫し処分（土中に埋める）する。
前日まで

２回以内

オウトウショウジョウバエ 前日まで

カ メ ム シ 類 ２回以内

灰星病・黒斑病・炭疽病 前日まで

褐 色 せ ん 孔 病 ３回以内

オウトウショウジョウバエ 前日まで

ハ マ キ ム シ 類 ３回以内

灰星病・炭疽病・黒斑病 前日まで

褐 色 せ ん 孔 病 ３回以内

前日まで

３回以内

灰星病・炭疽病・黒斑病 前日まで

褐 色 せ ん 孔 病 ３回以内

オウトウショウジョウバエ 前日まで

ハ マ キ ム シ 類 ３回以内

収穫終了～落葉期まで

３回以内

ア ブ ラ ム シ 類 １４日前まで

ハ マ キ ム シ 類
ウ メ シ ロ カ イ ガ ラ ム シ ２回以内

前日まで

１回

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

収穫終了～落葉期まで

３回以内

３回以内

２回以内

コ ス カ シ バ

ハ マ キ ム シ 類

２０２２年１１月1日現在

4,０００倍 （２５ｍｌ）
前日まで

２回以内
フェニックスフロアブル

（１）枝の枯死や樹脂の漏出が多い園地では、９月上旬から中旬
にＩＣボルドー６６Ｄ ４０倍を散布する。

　　さらに、落葉後（１１月上旬から１２月上旬）に石灰硫黄合
剤１０倍又は、ＩＣボルドー６６Ｄ ４０倍を散布する。

（２）枝幹に十分散布する。
（３）灰星病の発生が多い園地では落葉後清耕し、越冬菌の密度

を下げる。

１,０００倍ダイアジノン水和剤３４

６００倍

２,０００倍

②

① オキシラン水和剤

（１）灰星病、ナミハダニの発生を防止するため、この時期
　　以降園地の草刈を徹底する。

（２）ハマキムシ類の発生が多い園地では、フェニックス
　　フロアブル４,０００倍（前日まで２回以内）を加用
　　散布する。

／

／

ダニゲッターフロアブル

（４０ｍｌ）

／

２,０００倍

褐 色 せ ん 孔 病

／

（５０ｇ）

／

２,５００倍

②

／

５００㍑

５００㍑

（１００ｍｌ）

／

オーソサイド水和剤８０②

アプロードフロアブル １,０００倍

３５０㍑

４５０㍑

（１）マシン油等を使用する時は、低温時の使用をさけ好天
　　の続く時に使用する。

（２）灰星病の発生を防止するため休眠期中に全面耕うんし、
地表面の乾燥をはかる。

（３）灰星病防除のため樹上のミイラ果を除去し埋没する。

（４）カイガラムシ類の発生の多い園地は、太枝にブラシか
　　けを行い、天気の良い温暖な日を選び散布する。

５００㍑

　　　　　　　　　大玉生産と摘果作業の労力削減のため、３月中旬～４月上旬に摘芽を行う。

２,０００倍

（５０ｇ）２,０００倍

／

２,５００倍

（１）早生種の収穫７日前までに散布する。
（２）この回以降収穫が終わるまで展着剤は使用しない。
（３）ダニ剤を散布する場合は、通常防除時より薬液

を多く準備し、散布ムラの無いように十分散布
する。

（４）バイスロイドＥＷは、魚類に対する毒性が極めて強
いので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

５００㍑

（５０ｇ）

（４０ｍｌ）

（１）ナリアＷＤＧは、西洋なし（ル・レクチェ）
　　ぶどう（ピオーネ、藤稔、サニールージュ、
　　シャルドネ）に薬害がでるので注意する。

（５０ｍｌ）

（１）ダニ剤を散布する場合は、通常防除時より薬液
　　を多く準備し、散布ムラの無いように十分散布
　　する。

（１６６ｇ）６００倍

（１００ｇ）

７月上旬

（晩生種）

スタークル顆粒水溶剤

②

６月中旬

エクシレルSE

／５００㍑

５００㍑ ／

※この時期のショウジョウバエの発生に注意する。

６月下旬

オウトウショウジョウバエ

２,０００倍

２,０００倍

（１）アーデントフロアブルは、魚類に対する毒性
が極めて強いので養魚池、河川等の近くでは絶
対に使用しない。

前回散布１０日後

（５月下旬）
被覆前散布

６月上旬

オンリーワンフロアブル

スコア顆粒水和剤

①

（１００ｇ）

　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。ハダニ対策

③

②

ナリアＷＤＧ

②

／

フェロモン剤設置時期（５月２０日頃）【 コスカシバ対策はスカシバコンL ５０～１００本／１０ａ 】

①

２,０００倍

（２５ｍｌ）

②

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

８００倍

５０倍

（２００ｍｌ）

スプレーオイル

ロブラール水和剤

①

②

（２㍑）

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護するため、りんごの花が終わるまで殺虫剤（BT剤を除く）の散布は行わない。

（２００ｇ）

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫

カ イ ガ ラ ム シ 類

５００倍ムッシュボルドーＤＦ

２,０００倍

灰

星

病

重

点

防

除

（１２５ｇ）

５００倍

１,０００倍

前回散布
７日後

③

前回散布
７日後

(５月中旬)

満開期

平年　佐藤錦
４月２９日頃

２,０００倍

開花直前

令 和 ５ 年　　さ　く　ら　ん　ぼ　病　害　虫　防　除　暦

防除時期

③

（１）訪花昆虫の活動前（１５℃になる前）にできるだけ
　　防除を終了する。

注意事項
防除実績
（メモ）

月日

休眠期

対象病害虫
散布量

(１０ａ)

せ ん 孔 病

収

穫

後

重

点

防

除

収穫直後

③

７月下旬

ハ ダ ニ 類

８月上旬

②

②

オキシラン水和剤

１,０００倍アプロードフロアブル

６００倍せ ん 孔 病 （１６６ｇ）
収穫終了～落葉期まで

／５００㍑

（１）褐色せん孔病の多い場合はＩＣボルドー６６Ｄ
　　４０倍を単用散布する。
（２）ハダニ類の発生が多い園地では、コロマイト乳剤
　　１,０００倍を単用散布する。（７日前まで１回、展着剤は
　　加用しない）
（３）この回以前にアプロードフロアブルを２回使用した場合は

使用しない。

５００㍑ ／

アーデントフロアブル

（５０ｍｌ）

９月上中旬

①

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫

／５００㍑

①

（１００ｍｌ）
７日前まで

／

（５０ｇ）

（１）訪花昆虫の活動前（１５℃になる前）にできるだけ
　　防除を終了する。

② ナリアＷＤＧ

オキシラン水和剤 （１６６ｇ）

モスピラン顆粒水溶剤

エクシレルSE

ナリアＷＤＧ

２,０００倍

パレード１５フロアブル

５００㍑

２,０００倍

ショウジョウバエ耕種的対策

（１）前年幼果菌核病の多い園地では散布時期が遅れない様に注意
　　する。
（２）樹脂の漏出が見られたら、褐変部位を削り取って
　　キズの癒合促進のため、トップジンＭペーストを塗布する。
　　（３回以内）
（３）訪花昆虫の活動前（１５℃になる前）にできるだけ
　　防除を終了する。
（４）前年、炭疽病の発生した園地ではオーソサイド水和剤８０
　　８００倍（３日前まで５回以内）を加用散布する。

５００㍑

①

２,０００倍

（５０ｇ）

（５０ｇ）

ハ ダ ニ 類

（５０ｇ）

バイスロイドＥＷ

バイオマックスDF

①

①

（５０ｍｌ）

（５０ｍｌ）ダニコングフロアブル

灰 星 病

トレノックスフロアブル

②

（５０ｇ）

①

せ ん 孔 病

灰 星 病

褐色せん孔病・炭疽病対策として、雨よけハウスの被覆を外したら降雨前に薬剤散布を行う。

５００㍑②

バイスロイドＥＷは、さくらん
ぼ の み ４ , ０ ０ ０ 倍 登 録

※ウメシロカイガラムシ重点防除時期（第２回孵化期）
ウメシロカイガラムシの発生が多い園地では今回散布
７日後にバリアード顆粒水和剤 ４,０００倍を追加散布
する。 （前日まで２回以内）



もも

13

てんどう
農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

発芽前まで

—

７日前まで

５回以内

１４日前まで

３回以内

／

灰 星 病 ・ 黒 星 病 ① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

う ど ん こ 病 ・ 炭 疽 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

せ ん 孔 細 菌 病 ６０日前まで

（８０％落花時） ハ マ キ ム シ 類 ・ ケ ム シ 類 ２回以内

モモハモグリガ・コスカシバ 前日まで

シ ン ク イ ム シ 類 ２回以内

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

灰 星 病 ・ 黒 星 病 ７日前まで

せ ん 孔 細 菌 病 ５回以内

21日前まで

５回以内

ア ブ ラ ム シ 類 前日まで

カメムシ類・シンクイムシ類 ３回以内

／

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

せ ん 孔 細 菌 病

灰星病・ホモプシス腐 敗病

カ イ ガ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

黒 星 病

灰 星 病 ・ 炭 疽 病

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病

ア ブ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

せ ん 孔 細 菌 病

灰星病・ホモプシス腐 敗病

ア ブ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ ５回以内

灰 星 病 ・ 黒 星 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ２回以内

アブラムシ類・カイガラムシ類 前日まで

モ モ ハ モ グ リ ガ ３回以内

シンクイムシ類・カメムシ類 前日まで

ハ ダ ニ 類 １回

せ ん 孔 細 菌 病

灰星病・ホモプシス腐 敗病

シ ン ク イ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

（ ハ マ キ ム シ 類 ）

灰 星 病 ・ 黒 星 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

ア ブ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

カ メ ム シ 類 ・ ハ ダ ニ 類

灰 星 病 ・ 黒 星 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

アブラムシ類・カイガラムシ類

モ モ ハ モ グ リ ガ

シンクイムシ類・カメムシ類

ハ ダ ニ 類 ③ マイトコーネフロアブル １,０００倍 （１００ｍｌ）
前日まで

１回

灰 星 病 ・ 黒 星 病 ・ 炭 疽 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

シ ン ク イ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

（ ハ マ キ ム シ 類 ）

灰 星 病

黒 星 病

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

ア ブ ラ ム シ 類

モ モ ハ モ グ リ ガ

シ ン ク イ ム シ 類 ５回以内

灰 星 病 前日まで

黒 星 病 ４回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

モ モ ハ モ グ リ ガ ３回以内

灰 星 病 ・ 黒 星 病 前日まで

ホ モ プ シ ス 腐 敗 病 ３回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

モ モ ハ モ グ リ ガ ２回以内

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

せ ん 孔 細 菌 病

モ モ ハ モ グ リ ガ

コ ス カ シ バ 前日まで

シ ン ク イ ム シ 類 ２回以内

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

②

①

／

（１）スカウトフロアブルは、魚類に対する毒性が極めて強い
　　ので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

／

／

スカウトフロアブル

（２００ｍｌ）

（１６６ｍｌ）
７日前まで
４回以内

③

灰

星

病

重

点

防

除

③

２,０００倍
８月上中旬

（８／１０頃）

６月下旬

（６／２５頃）

せ ん 孔 細 菌 病

７月上旬

①

７月下旬

ハダニ対策

６月中旬 ／

②

③

モスピラン顆粒水溶剤

４００㍑

４００㍑

ナリアWDG

２,０００倍

前日まで

サイアノックス水和剤 １,０００倍

オンリーワンフロアブル

（５０ｇ）

２,０００倍

オンリーワンフロアブル

６００倍

令 和 ５ 年　　も　も　病　害　虫　防　除　暦

　　　　　　　　　　せん孔細菌病に侵された枝の剪除に努める。

　　　　　　　　　　大玉生産と摘果作業の労力削減の為、開花前までに摘らいを行う。

散布量

(１０ａ)
防除時期

せ

ん

孔

細

菌

病

重

点

防

除

—

／

（２００ｍｌ）

①

／

／

／

／

①

／

（１）防除効果を高めるため、降雨前に散布する。

（２）スカウトフロアブルは、魚類に対する毒性が極めて強い
　　ので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。前日まで

②

ベルクートフロアブル

５月下旬

（５／２５頃）

トレノックスフロアブル

②

２,０００倍④

（２５ｍｌ）

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護するため、りんごの花が終わるまで殺虫剤（BT剤を除く）の散布は行わない。

対象病害虫

（５０ｍｌ）

せ ん 孔 細 菌 病

／

マイコシールド③

②

（２００ｍｌ）

2,０００倍

フェニックスフロアブル

防除実績
（メモ）

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

オンリーワンフロアブル

月日注意事項

ＩＣボルドー４１２ ３５０㍑３０倍

②

エクシレルＳＥ

（１）開花始め以降は薬害が発生するので散布しない。

（１）前年度の灰星病の被害果及び被害枝は徹底して除去
　　する。

①

５００倍トレノックスフロアブル

４,０００倍

②

デランフロアブル

モスピラン顆粒水溶剤

—（３.３ｋｇ）

２,０００倍 （５０ｍｌ）

（４０ｍｌ）

２,０００倍

３０倍

（３.３ｋｇ）

この防除以降、晩生種には灰星病対策としてパレード１５フロアブル２,０００倍（前日まで　２回以内）を単用散布する。

（１）防除効果を高めるため降雨前に散布する。

（１００ｍｌ）

ベルクートフロアブル

４００㍑

９月中下旬

（晩生種）

フェニックスフロアブル

②

（前回散布１４日後）

①

４００㍑

５,０００倍

ノーモルト乳剤

アミスター１０フロアブル

スカウトフロアブル

エクシレルＳＥ

１,０００倍

２,０００倍

２,５００倍

４００㍑

５０倍

（３.３ｋｇ）

せん孔細菌病の伝染源となる春型枝病斑は４月下旬から７月上旬頃まで発生するので、園地を見回り発病枝は見つけしだい基部から剪除し、癒合促進のためバッチレートを塗布する。
せん孔細菌病は葉が傷み病気にかかり易くなるので防風ネットを設置する。
また、スピードスプレーヤで防除する場合、風量を葉が傷まない程度に落として防除する。（生育期間）

発芽前まで

（１００ｍｌ）

フェロモン剤設置時期（４月２０日頃）【ハマキムシ・シンクイムシ・モモハモグリガ対策はコンフューザーＭＭ１２０本／１０ａ】

３５０㍑

①

／

（２㍑）

④

モスピラン顆粒水溶剤

５００倍

（１６６ｍｌ）

（５０ｇ）

フェロモン剤設置時期（５月２０日頃）【コスカシバ対策はスカシバコンL５０～１００本／１０ａ】【ハマキムシ対策はハマキコン－Ｎ１５０本／１０ａ（すでにコンフューザーMM、N１５０本／１０aを設置した場合は必要ない】

アプロードフロアブル

２,０００倍

アグレプト水和剤

平年発芽
３月２３日頃

１,０００倍③

せ ん 孔 細 菌 病

縮 葉 病
開花前

（５０ｇ）

（１００ｇ）１,０００倍③

２１日前まで
３回以内

４００㍑

（５０ｇ）

２,０００倍

２,０００倍

７日前まで
４回以内６００倍

（５０ｍｌ）

　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。

マイコシールド

①

（５０ｍｌ）

ダニコングフロアブル （５０ｍｌ）

②

２,０００倍

２１日前まで
５回以内

前日まで

３回以内

①

２,５００倍

（５０ｍｌ）

②

スクレアフロアブル

②

エクシレルＳＥ

（５０ｍｌ）

（３３ｍｌ）

（５０ｍｌ）

２０２２年１１月1日現在

コスカシバの発生が多い園地では、トラサイドＡ乳剤２００倍（収穫後～発芽前の幼虫食入期　１回）を樹幹及び主枝に十分散布する。

② ＩＣボルドー４１２ ３０倍

せ ん 孔 細 菌 病

（２５ｍｌ）

４００㍑

収穫後
（９月上旬以降）

ＩＣボルドー４１２

せ

ん

孔

細

菌

病

重

点

防

除

カ イ ガ ラ ム シ 類 スプレーオイル

せ ん 孔 細 菌 病
縮 葉 病 ・ 灰 星 病

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫

①

① インダーフロアブル

デランフロアブル

７月中旬

(袋掛け前)

（前回散布１４日後）
—

せ ん 孔 細 菌 病

②

／

（２０ｍｌ）

４００㍑

③

②

／

／

せ ん 孔 細 菌 病 ② ＩＣボルドー４１２ ３０倍

①

②

（３.３ｋｇ）

②

９月上旬

（晩生種）

（1）ＩＣボルドー４１２　３０倍を使用できない園地では
　　トレノックスフロアブル５００倍（７日前まで５回以内）
　　を必ず散布する。

（２）せん孔細菌病対策として必ず防除を行う。但し、気
　　象予報に注意し台風等風雨が予想される場合は事前に防
　　除を行う。

—

（４０ｍｌ）

８月下旬

（晩生種）

（８／２５頃） （５０ｍｌ）

４,０００倍

４００㍑

（５０ｍｌ）

収穫を終了した園地でも、シンクイムシ類の防除を実施する。

アーデントフロアブル

４００㍑（５０ｇ）

２,５００倍

３,０００倍

２,0００倍

倍００５５剤液ンシダリバ

前日まで

３回以内

デランフロアブル

２,０００倍

（５０ｇ）

４００㍑

（４０ｍｌ）

６００倍

２,０００倍

４００㍑

２,０００倍

／

前回散布

７日後
４００㍑ ／

（１）せん孔細菌病対策として必ず防除を行う。但し、気
　　象予報に注意し台風等風雨が予想される場合は事前に防
　　除を行う。

（１）せん孔細菌病が多い園地では、ナリアWDGをデラン
　　フロアブル６００倍（７日前まで４回以内）に代えて
　　散布する。
（２）ナリアＷＤＧは、西洋なし（ル・レクチェ）
　　ぶどう（ピオーネ、藤稔、サニールージュ、
　　シャルドネ）に薬害がでるので注意する。
（３）殺ダニ剤を散布する場合は、通常防除時より薬液
　　を多く準備し、散布ムラの無いように十分散布する。

（１６６ｍｌ）

（１００ｇ）

前日まで
３回以内

／

落花直後

７日前まで
４回以内

６月上旬

③ バリアード顆粒水和剤 ２,０００倍 （５０ｇ）

３５０㍑

（１）アーデントフロアブルは、魚類に対する毒性が極めて
強いので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

７日前まで
４回以内

前日まで

３回以内

前日まで

３回以内

４００㍑

前日まで

３回以内

前日まで

（１）デランフロアブルは、果実に汚れがでる場合があるので
　　乾きやすい時間帯に使用する。

４００㍑

さくらんぼ園地への飛散に注意

さくらんぼ園地への飛散に注意

さくらんぼ園地への飛散に注意
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てんどう
農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

発芽前まで

—

う ど ん こ 病 ・ 黒 星 病

胴 枯 病 ・ 腐 ら ん 病

輪 紋 病 ３０日前まで

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫 ２回以内

／

／

黒 星 病 ・ 黒 斑 病 ３日前まで

輪 紋 病 ９回以内

ハ マ キ ム シ 類 前日まで

シ ン ク イ ム シ 類 ２回以内

う ど ん こ 病

黒 星 病

胴 枯 病 ・ 腐 ら ん 病 前日まで

輪 紋 病 ６回以内

アブラムシ類・カメムシ類 前日まで

シ ン ク イ ム シ 類 ３回以内

黒 星 病 ・ 黒 斑 病

輪 紋 病

ハ マ キ ム シ 類 ３日前まで

ア ブ ラ ム シ 類 ９回以内

シ ン ク イ ム シ 類 ４５日前まで

ク ワ コ ナ カ イ ガ ラ ム シ ３回以内

う ど ん こ 病

黒 星 病

胴 枯 病 ・ 腐 ら ん 病 前日まで

輪 紋 病 ６回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ア ブ ラ ム シ 類 ３回以内

前日まで

４回以内

ハダニ対策
黒 斑 病

黒 星 病

輪 紋 病

ア ブ ラ ム シ 類

（平年６／２５） ハ ダ ニ 類 ・ カ メ ム シ 類

前回散布１０日後 シ ン ク イ ム シ 類

黒 星 病

黒 斑 病

輪 紋 病 ３日前まで

カメムシ類・アブラムシ類 ９回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類 ３回以内

黒 星 病

黒 斑 病

輪 紋 病 ３日前まで

ケ ム シ 類 ９回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ハ マ キ ム シ 類 ３回以内

黒 星 病

黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類 ７日前まで

アブラムシ類・カメムシ類 ３回以内

前日まで

１回

黒 星 病

黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

黒 斑 病 前日まで

輪 紋 病 ３回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ア ブ ラ ム シ 類 ３回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） －

黒 星 病 ・ 黒 斑 病 ３日前まで

輪 紋 病 ９回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ハ マ キ ム シ 類 ３回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） －

黒 星 病 ・ 黒 斑 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ハ マ キ ム シ 類 ３回以内

う ど ん こ 病 ・ 黒 星 病

胴 枯 病 ・ 腐 ら ん 病

輪 紋 病

シ ン ク イ ム シ 類

２０２２年１１月1日現在

① トップジンM水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
前日まで
６回以内

９月下旬 ／

前日まで
２回以内

５００㍑

ノーモルト乳剤 ２,０００倍 （５０ｍｌ）

２,０００倍

５００㍑

（５０ｇ）

（４０ｍｌ）

（５０ｇ）

②

２,５００倍③ エクシレルＳＥ

７月中旬

２,５００倍 （４０ｍｌ）

前日まで
１回

ハ ダ ニ 類

／２,０００倍

６月下旬

２,０００倍

③

／

／

アプロードフロアブル

１,０００倍

１,０００倍

１０,０００倍

－

（１００ｇ）

アイヤーエース（展着剤）

② ベンレート水和剤 ２,０００倍 （５０ｇ）

※有機銅剤散布後すぐに降雨があった場合追加散布する。　薬剤散布を行う場合は、気温２５℃以上の時は散布を控えるとともに、散布後急激に温度が上がる事が予想される場合も散布を控える。

トップジンM水和剤

５００㍑

（５０ｇ）

（１０ｍｌ）

（５０ｍｌ）

１,２００倍 （８３ｇ）
３日前まで
９回以内

６００倍 （１６６ｇ）
3日前まで

９回以内

１,０００倍

１,２００倍 （８３ｇ）

２,０００倍

前日まで
３回以内

前日まで
３回以内

５００㍑

（１）この回以降、輪紋病・胴枯病の重要な防除
時期であるので、防除間隔があかないようにする。

（２）散布予定日に降雨が予想される場合は、降雨前に
　　防除を行う。
（３）さくらんぼに隣接している園地では、トップジンM
　　水和剤に代えてファンタジスタ顆粒水和剤3,000倍

（前日まで3回以内）を散布する。

アーデントフロアブル

６月中旬

トップジンM水和剤 １,０００倍

１０,０００倍①

５月下旬

（５／２５頃）

胴 枯 病

輪 紋 病

黒 星 病

　　　　　　　仕上げ摘果は４頂芽に１果を目安とし、落花後４０日（６月上旬）ぐらいまで終わす。基部から数えて２～４番目の果実を残す。

②

（１０ｍｌ）

（１）訪花昆虫の活動時間前（１５℃になる前）にでき
るだけ防除を終了する。

（１０ｍｌ）

４,０００倍

①

６００倍オキシラン水和剤

サイアノックス水和剤

②

トップジンM水和剤

③

②

①

／

③ ２,０００倍

（１６６ｇ）

１,０００倍

（５０ｇ）

（１００ｇ）

（１００ｍｌ）

前日まで
６回以内発芽前まで

（１）胴枯病の萎凋死花そうや、枯死枝は病部を確認し、
　　徹底して取り除き処分する。

（２）訪花昆虫の活動時間前（１５℃になる前）にできる
　　だけ防除を終了する。

フェニックスフロアブル

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護するため、りんごの花が終わるまで殺虫剤（BT剤を除く）の散布は行わない。

西洋なしは胴枯病に弱く、薬剤だけでは防げないため、以下の耕種的防除を実施する。常日頃から園地を見て回り、早期発見に努める。
病患部を少しでも残すと再発するので、発病部を発見したら剪除し、切れない枝は健全部を含めて大きく削り取り、トップジンＭぺースト（３回以内）
を塗布する。健全な樹勢を保ち枝の更新に努め、明るい風通しの良い園地づくりを目指す。

（１００ｇ）

－

／

①

／

③

オキシンドー水和剤８０

①

／

（５０ｍｌ）

－

③

オキシンドー水和剤８０

③

アビオン－E（展着剤）

アビオン－E（展着剤）

オキシラン水和剤

アグロスリン水和剤③

②

９月上旬

９月中旬

８月下旬

（８／２５頃）

８月上中旬

（８／１０頃）

②

ナリアＷＤＧ

バリアード顆粒水和剤

②

①

②

（１）さくらんぼに隣接している園地では、オキシラン
　　水和剤をファンタジスタ顆粒水和剤３,０００倍
　（前日まで３回以内）に代えて散布する。

５００㍑

５００㍑

５００㍑

（４０ｍｌ）

（１００ｇ）

－

前日まで
３回以内

オキシラン水和剤

（８３ｇ）

（１６６ｇ）

２,０００倍

（５０ｍｌ）

５００㍑オキシンドー水和剤８０

１,０００倍

（５０ｇ）

２,０００倍

／

③

オキシンドー水和剤８０

①

サムコルフロアブル１０

アビオン－E（展着剤）

スタークル顆粒水溶剤

①

②

②

（２５ｍｌ）

　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。

①

落花１週間後

（５月中旬）
１,０００倍

モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍

（１００ｇ）

アイヤーエース（展着剤）

／

（１０ｍｌ）

（５０ｇ）

令 和 ５ 年　　西　洋　な　し　病　害　虫　防　除　暦

防除実績
（メモ）

対象病害虫
散布量

(１０ａ)
注意事項

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

月日防除時期

（５０ｍｌ）

７月下旬

７月上旬

ハ ダ ニ 類 マイトコーネフロアブル

２,０００倍

（１００ｍｌ）

オキシラン水和剤

②

④

③

カ イ ガ ラ ム シ 類 ５０倍

１,２００倍

輪

紋

病

重

点

防

除

時

期

６００倍

２,０００倍

６月上旬

１０,０００倍

アイヤーエース（展着剤）

４００㍑

（５０ｇ）

ナリアＷＤＧ

（８３ｇ）

スプレーオイル① （２㍑）

②

②

前年、黒斑細菌病の発生がみられた園地では、開花前にICボルドー４１２ ３０倍を散布する。

ダニコングフロアブル

５００㍑

４００㍑

サイハロン水和剤

バリアード顆粒水和剤

アイヤーエース（展着剤）

２,０００倍

６００倍

１０,０００倍

５００㍑

（１）輪紋病・胴枯病の重要な防除時期であるので散布間隔
　　をあけないよう７月下旬まで枝幹にも十分散布する。

—

（１）サイハロン水和剤は、魚類に対する毒性が極めて強い
　　ので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

（１）アブラムシ類の発生の多い園地では、ウララＤＦ
4,000倍（１４日前まで２回以内）を加用散布する。

（２）ナリアＷＤＧは、西洋なし（ル・レクチェ）
　　ぶどう（ピオーネ、藤稔、サニールージュ、
　　シャルドネ）に薬害がでるので注意する。
（３）アーデントフロアブルは、魚類に対する毒性が極めて強
　　いので、養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

（５０ｍｌ）

／

／

３日前まで
９回以内

－

（１６６ｇ）

フェロモン剤設置時期（４月２０日頃）【 ナシヒメシンクイ対策は ナシヒメコン ５０～１００本／１０ａ 】

（１）マシン油等を使用する時は、低温時の使用をさけ
　　好天の続く時に使用する。
（２）薬剤散布前に必ず粗皮削りを行う。
（３）５月中旬まで輪紋病のいぼ皮病斑は必ず削り取り
　　トップジンＭペースト（３回以内）を塗布する。

満開直後

（１００％開花時）

胴　枯　病
対　　策

３５０㍑

／

２,０００倍

１,２００倍

①

５００㍑

（１）有機銅を含む剤（オキシンドー水和剤80、オキシラン
　　水和剤）の総使用回数は9回以内とする。

／

（１）アグロスリン水和剤は、魚類に対する毒性が極めて強い
　　ので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

／

②

—

エクシレルＳＥ ２,５００倍

（1）今回以降ハダニ類の発生が見られる園地では、
　　コロマイト水和剤２,０００倍（前日まで１回）を
　　散布する。

５００㍑

／

①

さくらんぼに飛散する恐れがない園地では、ナリアＷＤＧに代えて

オキシラン水和剤 ６００倍
（３日前まで９回以内） を散布する。

輪紋病（胴枯病）対策



りんご
⑴

15

てんどう
農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

／

カ イ ガ ラ ム シ 類 発芽前まで

ハ ダ ニ 類 —

腐 ら ん 病 休眠期

（ 黒 星 病 ） ６回以内

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫
３０日前まで

２回以内

黒 星 病

斑 点 落 葉 病

（モニリア病）・輪紋病

褐 斑 病 ・ 炭 疽 病

黒 星 病 開花前まで

モ ニ リ ア 病 ２回以内

／

斑 点 落 葉 病

黒 星 病 ・ 褐 斑 病

黒 点 病 ・ 輪 紋 病

炭 疽 病 ・ 赤 星 病

黒 星 病 ・ 褐 斑 病

黒 点 病 ・ う ど ん こ 病

斑 点 落 葉 病 ・ 赤 星 病

斑 点 落 葉 病

黒 星 病 ・ 褐 斑 病

黒 点 病 ・ 輪 紋 病

炭 疽 病 ・ 赤 星 病

ハ マ キ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

キ ン モ ン ホ ソ ガ

う ど ん こ 病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 星 病 ・ 褐 斑 病 １４日前まで

赤 星 病 ・ 斑 点 落 葉 病 ３回以内

黒 点 病 ・ モ ニ リ ア 病 ３０日前まで

黒 星 病 ・ 炭 疽 病 ３回以内

／

黒星病・褐斑病・炭疽病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

赤 星 病 ・ 斑 点 落 葉 病 ３０日前まで

黒 点 病 ・ モ ニ リ ア 病 ３回以内

う ど ん こ 病 ・ 褐 斑 病 前日まで

黒 星 病 ・ 腐 ら ん 病 ６回以内

アブラムシ類・カメムシ類 前日まで

リ ン ゴ ワ タ ム シ ３回以内

黒 星 病 ・ 褐 斑 病

黒 点 病 ・ 輪 紋 病

炭 疽 病 ・ 赤 星 病

斑 点 落 葉 病

コ ア オ カ ス ミ カ メ 前日まで

リ ン ゴ ワ タ ム シ ３回以内

黒 星 病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 点 病 ・ 褐 斑 病 前日まで

斑 点 落 葉 病 ・ 輪 紋 病 ３回以内

アブラムシ類・カメムシ類 前日まで

リ ン ゴ ワ タ ム シ ３回以内

黒 星 病

黒 点 病

う ど ん こ 病

斑 点 落 葉 病 ・ 赤 星 病

ハダニ対策 　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。

黒 星 病 前日まで

黒 点 病 ・ 褐 斑 病 ３回以内

斑 点 落 葉 病 ・ 輪 紋 病 前日まで

アブラムシ類・カメムシ類 ３回以内

シ ン ク イ ム シ 類

キ ン モ ン ホ ソ ガ

ハ ダ ニ 類

　　　　　　　　※　薬剤散布を行う場合は、気温２５℃以上の時は散布を控えるとともに、散布後急激に温度が上がる事が予想される場合も散布を控える。

　　　　　　　　仕上げ摘果は遅くても６月下旬まで終わらせる。（昻林は７月中旬まで）

２０２２年１１月1日現在

６月上旬

４回以内

① （２００ｇ）

アプロードフロアブル １,０００倍 （１００ｍｌ）

発芽直前

平年ふじ発芽
４月３日頃

① アイヤーエース（展着剤）

① ２,０００倍 （５０ｍｌ）

３回以内

アントラコール顆粒水和剤

２,０００倍

５００㍑

（１）有機銅剤は満開４０日（６月中旬）以前の散布は
　　サビ果の発生を多くするので早期散布をさける。

（２）リンゴワタムシの多い園地では、トランスフォーム
　　フロアブル２,０００倍（前日まで３回以内）を加用
　　散布する。

前年、モモシンクイガの発生が多かった園地では、カルホス微粒剤Fを１０ａ当たり５ｋｇ（夏繭営繭時～第一世代成虫羽化期まで４回以内）６月中旬～７月に２回地表面散布する。

／

摘花剤の散布　：　１回目側花の７～８割開花時、えき花芽を対象として2回目を散布する場合は、１回目の２～３日後に１回　エコルーキー１００～１５０倍（２回以内）を３００～６００㍑／１０ａ

　　　　　　　　　　　　めしべに充分薬液がかかるように散布（中心花の結実が良好と思われる場合に使用する）。ＳＳで散布する場合はファンを止めて散布する。

　常日頃から腐らん病に注意して園地を見て回り、早期発見に努める。発病部を発見したら病患部は、健全部を含めて大きく削り取り、病患部が幹全体におよんでいる場合
は、樹全体を処分（根元から切り取り処分）する。枝腐らんは切り取り処分する。

４５日前まで

５００倍

薬剤による摘果は「ふじ」「紅玉」を対象にミクロデナポン水和剤８５、１,２００倍（２回以内）を１０a当たり４００㍑散布する。散布時期は満開後２～３週間頃

（１）腐らん病の発生している園地では、トップジンＭ
　　水和剤１,０００倍（前日まで６回以内）を必ず散布
　　する。
（２）ハマキムシ類の発生が見られる園地では、バイオ
　　マックスDF２,０００倍を加用散布する。

（前日まで、－）
（３）マンゼブ剤は高温時に薬害が生ずる場合があるので
　　注意する。

６００倍

モスピラン顆粒水溶剤

アクサーフロアブル

／

②

③ ダントツ水溶剤 ２,０００倍

１,０００倍

４００㍑

（３３ｇ）３,０００倍

１０,０００倍

③

前日まで

３回以内

スコア顆粒水和剤 （３３ｇ）

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護する為、りんごの花が終わるまで殺虫剤（ＢＴ剤を除く）の散布は行わない。

３,０００倍

４００㍑

カナメフロアブル ４,０００倍

６月中旬
（６／１５頃）

５００㍑

ジマンダイセン水和剤

④

開花直前

平年ふじ開花始
5月2日頃

／

（２５ｍｌ）

／

③ ジマンダイセン水和剤

黒

星

病

重

点

防

除

前回散布
７日後

（１６６ｇ）

腐らん病
対　　策

トップジンＭ水和剤

② （１６６ｇ）

（５０ｇ）

落花直後
ふじの中心花
８０％落花時

—ＩＣボルドー４１２ ３０倍

前日まで

２回以内
４,０００倍フェニックスフロアブル

５回以内

フェロモン剤設置時期（４月２０日頃）【 ナシヒメシンクイ対策はナシヒメコン５０～１００本／１０ａ 】

（１）ＩＣボルドー４１２を散布できない園地では、
　　アイヤーエース１０,０００倍にパスポート顆粒水和剤
　　１,０００倍（４５日前まで３回以内）を

加用散布する。

前回散布７日後

特別散布
防除間隔が空く場合 ４００㍑

（２５ｍｌ）

①

（２００ｍｌ）５００倍① トレノックスフロアブル

３０日前まで

／

（１）ストライド顆粒水和剤は、開花前までの
　　総使用回数を２回以内とする。

（３．３ｋｇ）

② ストライド顆粒水和剤

４００㍑

４００㍑①

—（１０ｍｌ）

令 和 ５ 年　　り　ん　ご　病　害　虫　防　除　暦　　（Ｎｏ１）

防除時期 月日
防除実績
（メモ）

スプレーオイル （２㍑）

３５０㍑ ／

散布量

(１０ａ)

１,０００倍

注意事項
薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

②

① （１）マシン油等を使用する時は、低温時の使用をさけ
　　好天の続く時に使用する。

③

（１００ｍｌ）

／

／

対象病害虫

　　　　　　　　　散布前までに輪紋病の原因となる、いぼ皮病斑をけずり取りトップジンＭペーストを塗布する。（３回以内）

ベフラン液剤２５

１,５００倍 （６６ｇ）

展葉期
花そう葉が2～3枚

展葉した頃

黒星病対策として雨前散布を原則とし、散布間隔を１０日以上空けない。薬液は十分量（４００Ｌ以上／１０ａ）散布する。

５０倍

ダニコングフロアブル③ （５０ｍｌ）
前日まで

１回

① ナリアWDG

（５０ｍｌ）

２,０００倍

果

実

腐

敗

病

害

重

点

防

除

５００㍑

（１）ダニ剤を散布する場合は、通常防除時より薬液を
　　多く準備し、散布ムラの無いように十分散布する。

（２）降雨等により防除間隔があくと褐斑病が発生
しやすくなるので注意する。

（５０ｇ）

（１）リンゴワタムシの多い園地では、主幹部まで丁寧に
　　散布する。

２,０００倍

６月下旬

（６／２５頃）

② アーデントフロアブル ２,０００倍

／

５００㍑

１４日前まで

／

（５０ｇ）

／

３０日前まで

５回以内

／

②

５００㍑

（１）マンゼブ剤は高温時に薬害が生ずる場合があるので
　　注意する。

（１００ｇ）③

６００倍

ファンタジスタ顆粒水和剤

（１）訪花昆虫の活動時間前（１５℃になる前）にできる
　　だけ防除を終了する。

②

５月下旬
（落花１５日後）

トランスフォームフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）

② トレノックスフロアブル ５００倍 （２００ｍｌ）

さくらんぼに飛散する恐れがない園地では、

トレノックスフロアブル ５００倍
（３０日前まで５回以内） を加用散布する。

黒星病対策

さくらんぼ園地への飛散に注意

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布

雨前散布
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農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

黒 星 病 ・ 黒 点 病

炭 疽 病 ・ 輪 紋 病

斑 点 落 葉 病 ・ 褐 斑 病 １４日前まで

ア ブ ラ ム シ 類 ４回以内

カメムシ類・キンモンホソガ

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ

シ ン ク イ ム シ 類 ３回以内

黒 星 病 ・ 黒 点 病 １４日前まで

炭 疽 病 ・ 輪 紋 病 4回以内

斑 点 落 葉 病 ・ 褐 斑 病 前日まで

腐 ら ん 病 ６回以内

輪 紋 病 ・ 褐 斑 病

ケムシ類・シンクイムシ類

キンモンホソガ・ハマキムシ類

ギ ン モ ン ハ モ グ リ ガ

黒 星 病

褐 斑 病

炭 疽 病

輪 紋 病

斑 点 落 葉 病

アブラムシ類・ハマキムシ類

ギ ン モ ン ハ モ グ リ ガ ７日前まで

キ ン モ ン ホ ソ ガ ３回以内

シ ン ク イ ム シ 類 前日まで

ナ ミ ハ ダ ニ
リ ン ゴ ハ ダ ニ

１回

褐 斑 病

黒 星 病

炭 疽 病 ・ 輪 紋 病 ４回以内

斑 点 落 葉 病

ハ マ キ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

ヒ メ ボ ク ト ウ

① アイヤーエース（展着剤） 1０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 星 病

斑 点 落 葉 病

輪 紋 病 ・ 褐 斑 病

す す 点 病 ・ す す 斑 病

シ ン ク イ ム シ 類

ハ マ キ ム シ 類

キ ン モ ン ホ ソ ガ ２回以内

黒 星 病 ① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 点 病

（ す す 点 病 ・ す す 斑 病 ）

ア ブ ラ ム シ 類

キ ン モ ン ホ ソ ガ

ギ ン モ ン ハ モ グ リ ガ

シ ン ク イ ム シ 類

カ メ ム シ 類 ３回以内

褐 斑 病

黒 星 病 ・ 黒 点 病

す す 点 病 ・ す す 斑 病

炭 疽 病

斑 点 落 葉 病

ハ マ キ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

ヒ メ ボ ク ト ウ

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

休眠期

６回以内

２０２２年１１月1日現在

サイハロン水和剤

（４０ｍｌ）

前日まで

３回以内

サムコルフロアブル１０

（５０ｇ）

（１０ｍｌ）

１,２００倍

２,０００倍

６００倍

２,５００倍

（１６６ｇ）

③

②

５００㍑

前日まで

５００㍑

１０,０００倍

（１６６ｇ）

（８３ｇ）

—

（１００ｇ）

②

落果防止剤の使用

果

実

腐

敗

病

害

重

点

防

除

１,０００倍

１,０００倍

アイヤーエース（展着剤）

① オキシンドー水和剤８０

②

①

／

４回以内

／５００㍑

3回以内

１４日前まで

前日まで

６回以内

／

５００㍑

／

（１）腐らん病対策として、収穫した早生種（つがる）
　　にも散布を行う。

／

（１）サイハロン水和剤は、魚類に対する毒性が極めて強
　　いので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

／

①

オキシラン水和剤②

オキシラン水和剤

トップジンM水和剤

散布量

(１０ａ)
防除時期 対象病害虫

／

／

（１）斑点落葉病の伝染源を少なくするため余分な徒長枝は
剪除する。

（２）有機銅剤は散布後降雨があると、薬害が発生するので
注意する。

　　（特につがる、スターキングデリシャス、王林）

（３）さくらんぼに隣接している園地では、オキシラン水和
　　剤をファンタジスタ顆粒水和剤３,０００倍（前日まで
　　３回以内）に代えて散布する。

③

③ スタークル顆粒水溶剤

７月上旬

令 和 ５ 年　　り　ん　ご　病　害　虫　防　除　暦　　（Ｎｏ２）

注意事項 月日
防除実績
（メモ）

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

８月上中旬

（８／１０頃）

エクシレルＳＥ

（１６６ｇ）

（１）有機銅を含む剤（オキシラン水和剤、オキシンドー水
　　和剤８０等）の総使用回数は７回以内（但し、塗布は３
　　回以内、散布は４回以内）なので注意する。

２,５００倍

７月中旬

６００倍

②

７月下旬

（７／２５頃）

マイトコーネフロアブル

９月中下旬

①

「 秋 陽 」は ９月１０日頃

ストッポール液剤１,０００倍を１０ａ当たり４５０～６００リットルを散布する。（収穫開始予定日の２５日前から７日前まで1回の使用とする）

オーソサイド水和剤８０

（５０ｇ）

② エクシレルＳＥ

落果防止剤の使用

休眠期

２,５００倍

１,０００倍②

９月上旬

③

前日まで

（４０ｍｌ）

ストライド顆粒水和剤

開花から

収穫前日まで

ベフラン液剤２５腐 ら ん 病

／

（１）今回以降収穫前まで、低温で降雨が続く場合は、
　　ストライド顆粒水和剤、１,５００倍（開花～収穫
　　前日まで３回以内）を散布する。

（２）ストライド顆粒水和剤の総使用回数は、開花前
　　２回以内、開花後３回以内とする。

５００㍑

３回以内

（１００ｍｌ）

ヒオモン水溶剤２,０００倍を１０ａ当たり３００～６００ℓ散布する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（収穫開始予定日の２１日前～４日前　１回）

（１）腐らん病（黒星病）防除のため、
必ず散布する。

１,５００倍

／

（６６ｇ）

５００㍑

①

③

王　林　　　　　１０月１日頃

やたか・千秋　　　９月５日頃

（４０ｍｌ）

２,０００倍
前日まで

オキシラン水和剤

紅玉・スターキング　　９月１０日頃

８月下旬

（８／２５頃）

６００倍

２,０００倍

１,０００倍

１４日前まで

（５０ｇ）

（１００ｍｌ）

「つがる」は収穫開始予定日の約２５日前に、ストッポール液剤１,０００倍を１０ａ当たり４５０～６００㍑散布する。その後追加散布を要する場合は１０日
程度後にも１回散布できる。（収穫開始予定日の２５～７日前まで２回以内、但し２回散布の場合は１０日程度間隔をあける。）

５００㍑

（１）アグロスリン水和剤は、魚類に対する毒性が極めて強
　　いので養魚池、河川等の近くでは絶対に使用しない。

黒星病対策 黒星病の発生が多い園地では来年の越冬菌密度を低下させる為、耕種的防除としてⅮL消石灰（１００ｋｇ程度／１０a）を散布する。

「 こ う と く 」は１０月１０日頃

②

前日まで

モスピラン顆粒水溶剤

３回以内

昻林　　　　　　　　　９月　１日頃

（１００ｇ）

３５０㍑

アグロスリン水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
前日まで

ダイパワー水和剤 1,０００倍 （１００ｇ）

前日まで
６回以内

（但し、開花期以
降は３回以内）

早生種の散布は
収穫１４日前まで終了する。

青つがる（盆用）には、オキシラン水和剤
の収穫前日数に注意する。

青つがる（盆用）には、オキシンドー水和剤
８０に代えてベルクート水和剤１,０００倍（前
日まで６回以内 但し、開花期以降は３回以
内）を散布する。

雨前散布

雨前散布

雨前散布
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　　　１．　第２回ジベ処理直後できる限り早くカサかけを行なう。 ５．　枝かけ具は休眠期から５月下旬までにかけ、その後風などでずれた場合は

　　　２．　カサかけが遅れると効果が劣る。 効果が劣るので随時手直しする。

　　　３．　カサかけは、雨もりを防ぐため果梗に密着するよう丁寧に行なう。 ６．　収穫後できるだけ早く除去する。

　　　４．　カサかけと枝かけ具の併用は、更に効果が高い。

農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

休眠期

晩 腐 病

黒 と う 病

つ る 割 病

① べフラン液剤２５ ２５０倍 （４００ｍｌ）
休眠期

１回
２００㍑

（１）前年の房とり残しの部分や巻ヒゲ及び結果母枝の
　　枯死部分などの除去は、晩腐病防除に重要である
　　ので徹底する。
（２）前年度晩腐病が発生した園地では、結果母枝に
　　トップジンMペースト３倍液（休眠期３回以内）を
　　塗布する。なお、萌芽後の使用は薬害が生じる
　　恐れがあるので、必ず萌芽前に使用する。
（３）前年ブドウトラカミキリの発生が
　　多かった園地では、訪花昆虫の活動前に
　　トラサイドA乳剤３００倍（発芽前２回以内）
　　を加用散布する。

／

枝 膨 病 ・ 晩 腐 病

黒 と う 病 ・ べ と 病

カ メ ム シ 類
チャノキイロアザミウマ

前日まで

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類
ブ ド ウ ト ラ カ ミ キ リ 3回以内

／

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） －

晩 腐 病 ・ 黒 と う 病

う ど ん こ 病 ・ べ と 病

灰 色 か び 病 ２回以内

コ ガ ネ ム シ 類

チャノキイロアザミウマ

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ 5回以内

晩 腐 病 ・ 褐 斑 病

黒 と う 病 ・ さ び 病

灰 色 か び 病 ・ べ と 病 ３回以内

カメムシ類・コガネムシ類

チャノキイロアザミウマ

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ 3回以内

／

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病

ハダニ対策

黒 と う 病

晩 腐 病

褐 斑 病

灰色かび病・うどんこ病

ハ ダ ニ 類

２回以内

／

べ と 病 ① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

さ び 病 ② ＩＣボルドー６６Ｄ ５０倍 （２ｋｇ） —

ス カ シ バ 類

ハ マ キ ム シ 類

ケ ム シ 類 ２回以内

２０２２年１１月1日現在

（５０ｍｌ）

（１）さび病、べと病の発生が多い園地では、９月
　　上中旬にもＩＣボルドー６６Ｄ５０倍を散布する。

（２）ブドウトラカミキリの多い園地では、休眠期に
　　トラサイドA乳剤３００倍（休眠期２回以内）を
　　散布する。
　　トラサイドA乳剤はアブラナ科野菜（ハクサイ、
　　青菜、ダイコン）などに薬害がでるので注意する。

３００㍑

３００㍑

③ （２５ｍｌ）

②

フェニックスフロアブル

（１）ダニ剤を散布する場合は通常防除時より薬液を
　　多く準備し、散布ムラのないように十分散布する。

３００㍑

対象病害虫

デランフロアブル

２,０００倍

４,０００倍

７月上旬

２,０００倍

１,５００倍

収穫直後

　　　　　　　　　　べと病・さび病の多発する園地では、７月上中下の３回棚上面からＩＣボルドー６６Ｄ　５０倍（３００㍑以上／１０ａ）を散布する。

　　　　　　　第１回目ジベ処理は満開予定日の約１４日前に１００ｐｐｍ（２㍑の水に薬量は２００ｍｇ）で実施する。
　　　　　　　処理が遅れた場合は、アグレプト液剤１,０００倍を加用して処理する。

散布量

(１０ａ)

アグロスリン水和剤

３００㍑

（５０ｇ）

４５日前まで

（１００ｇ）

２１日前まで

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護するため、りんごの花が終わるまで殺虫剤の散布は行わない。

防除実績
（メモ）

注意事項

／

／

② ダントツ水溶剤

①

（５０ｇ）

３００㍑

２００㍑

２,０００倍

アミスター１０フロアブル

令 和 ５ 年　　ぶ　ど　う（ジベ処理デラ）病　害　虫　防　除　暦

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

月日

晩腐病対策のためのカサかけ・枝かけ具の徹底

防除時期

落弁期まで
（但し、７５日前

まで）
２回以内

１,０００倍

スタークル顆粒水溶剤 （５０ｇ）

／

（１）汚染防止のため、この時期より展着剤を使わない。

（２）アミスター１０フロアブルはりんごに薬害が出るの
　　で絶対に飛散しない様に注意する。

①

コロマイト水和剤

①

（５０ｇ）

（６６ｍｌ）

３回以内

フルーツセイバー

前日まで

３回以内

／

７日前まで

　　　　　　　　　第２回目ジベ処理は満開約１０日後に７５ｐｐｍ（２㍑の水に薬量は１５０ｍｇ）で実施する。

落花直後

（６月中旬）

さ び 病 ・ 灰 色 か び 病

／

／

（１）６月下旬になると、晩腐病の胞子が雨によって多く
　　飛散するので丁寧に散布する。

（１００ｍｌ）

３０日前まで

（１００ｍｌ）

②

（１）コウモリガの加害時期なので、幹周辺を清掃し、
　　見つけ次第捕殺する。

１４日前まで

前日まで

７日前まで

　　　　　　　　　　仕上げ摘房は、坪当たり４５房を目安に７月上旬頃まで終了する。

　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。

展葉２～３枚

（５月上中旬）

２,０００倍

開花直前

第１回ジベ処理後

（６月上旬）

①

２,０００倍

③

１,０００倍

第2回ジベ処理後

（６月下旬）

１,０００倍テーク水和剤

②

オンリーワンフロアブル

訪花昆虫の活動がない時に散布する。
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２５０倍 （４００ｍｌ） ２５０倍 （４００ｍｌ）

枝 膨 病 ・ 晩 腐 病

黒 と う 病 ・ べ と 病

チャノキイロアザミウマ １,０００倍 （１００ｍｌ） １,０００倍 （１００ｍｌ）

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類

カ メ ム シ 類

ブ ド ウ ト ラ カ ミ キ リ ２,０００倍 （５０ｇ） ２,０００倍 （５０ｇ） ３回以内

黒 と う 病 １０,０００倍 （１０ｍｌ） １０,０００倍 （１０ｍｌ）

晩 腐 病 ・ 褐 斑 病 ４５日前まで

さ び 病 ・ べ と 病 １,０００倍 （１００ｇ） １,０００倍 （１００ｇ） ２回以内

う ど ん こ 病 ２１日前まで

黒 と う 病 ・ さ び 病 ５,０００倍 （２０ｇ） ３回以内

晩 腐 病

灰 色 か び 病

黒 と う 病

晩 腐 病 ・ 褐 斑 病 ２,０００倍 （５０ｇ） ２,０００倍 （５０ｇ）

さ び 病 ・ べ と 病 ２回以内

チャノキイロアザミウマ ４５日前まで

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ １,０００倍 （１００ｇ） ２回以内

ス カ シ バ 類 ２１日前まで

１,５００倍 （６６ｇ） １,５００倍 （６６ｇ） ５回以内

灰 色 か び 病 ・ べ と 病 ３０日前まで

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病 １,０００倍 （１００ｍｌ） １,０００倍 （１００ｍｌ） ３回以内

褐斑病・さび病・枝膨病 ３０日前まで

べ と 病 ２,０００倍 （５０ｇ） ２,０００倍 （５０ｇ） ３回以内

カ メ ム シ 類

ク ビ ア カ ス カ シ バ

チャノキイロアザミウマ ２,０００倍 （５０ｍｌ） ２,０００倍 （５０ｍｌ）

褐 斑 病 ・ 黒 と う 病 ７日前まで

さ び 病 ２,０００倍 （５０ｍｌ） ２回以内

灰 色 か び 病 アリエッティ水和剤 ３０日前まで

べ と 病 ８００倍 （１２５ｇ） ３回以内

アザミウマ類・ハダニ類 ７日前まで

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ １,０００倍 （１００ｇ） ４回以内

ハダニ対策

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病

褐 斑 病 ・ さ び 病

灰色かび病・うどんこ病

１,５００倍 （６６ｍｌ）

カメムシ類・コガネムシ類

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ

チャノキイロアザミウマ ２,０００倍 （５０ｇ） ３回以内

ハ ダ ニ 類 コロマイト水和剤 ７日前まで

２,０００倍 （５０ｇ） ２回以内

１４日前まで

２,０００倍 （５０ｍｌ） ３回以内

カメムシ類・コガネムシ類

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ

チャノキイロアザミウマ ２,０００倍 （５０ｇ） ３回以内

７日前まで

２,０００倍 （５０ｇ） ２回以内

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病 オンリーワンフロアブル オンリーワンフロアブル 前日まで

褐 斑 病 ・ さ び 病 ２,０００倍 （５０ｍｌ） ２,０００倍 （５０ｍｌ） ３回以内

灰色かび病・うどんこ病 テルスターフロアブル テルスターフロアブル １４日前まで

チャノキイロアザミウマ ４,０００倍 （２５ｍｌ） ４,０００倍 （２５ｍｌ） １回

べ と 病 ７日前まで

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病 ３,０００倍 （３３ｍｌ） ３回以内

褐 斑 病 ・ さ び 病 ７日前まで

灰色かび病・うどんこ病 １,５００倍 （６６ｍｌ） １,５００倍 （６６ｍｌ） ３回以内

黒 と う 病 ・ 晩 腐 病

褐 斑 病 ・ さ び 病

灰色かび病・うどんこ病 ２,０００倍 （５０ｍｌ） ２,０００倍 （５０ｍｌ） ３回以内

カメムシ類・コガネムシ類

フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ バ イ

チャノキイロアザミウマ ２,０００倍 （５０ｇ）

べ と 病 ２,０００倍 （５０ｍｌ） ２,０００倍 （５０ｍｌ）

さ び 病

ス カ シ バ 類 ５０倍 （２ｋｇ） ５０倍 （２ｋｇ）

ハ マ キ ム シ 類 １４日前まで

ケ ム シ 類 ４,０００倍 （２５ｍｌ） ４,０００倍 （２５ｍｌ） ２回以内

１回

２０２２年１１月1日現在
２回

ダントツ水溶剤
②

前日まで

— １回

２５ｐｐｍ

２～５ｐｐｍ

①

　①新梢展開葉１０～１１枚時（開花始期まで）2,000倍（150㍑／10a散布）1回目
　②満開10～20日後（但し、収穫60日前まで）1,000倍（300㍑／10a散布）２回目
　※フラスター液剤は、新梢伸長抑制効果があるため、樹勢が弱い樹には使用しない。

フルメット液剤

ジベレリン錠剤
（１錠あたり水２～1㍑）

③

１２.５～２５ｐｐｍ

（１０ｃｃあたり５～２㍑）

フラスター液剤

／フェニックスフロアブル５００倍（開花前まで１回）を樹幹部に十分かかるようていねいに単用散布する。

落花１５日後

（７月上旬）

②
ダントツ水溶剤 前日まで

３００㍑

スイッチ顆粒水和剤

７日前まで

／

２回
（１錠あたり水1㍑）

使用時期

フェニックスフロアブル
③

３回以内

①

ＩＣボルドー６６Ｄ

アグレプト液剤

使用薬剤

②
ＩＣボルドー６６Ｄ

１,０００倍

満開予定１４日前
～開花始期

１回目

後日５１～０１開満後日３開満らか期開満

２回目

袋かけ前

（７月中旬）
２５０㍑

②

①

フルーツセイバー

前日まで

②

【植物成長調節剤使用基準】　（シャインマスカット・ピオーネ等）

収穫後

２５０㍑

アビオン－E（展着剤）

袋かけ直後

（７月下旬）

（１）さび病、べと病の多発するところではこの回以降
　　もＩＣボルドー６６Ｄ５０倍を棚上から散布する。

収穫前

（８月中旬）

—

前日まで

３回以内

オンリーワンフロアブル

／

（１）ブドウトラカミキリの多い園地では、休眠期にト
　　ラサイドA乳剤３００倍（休眠期２回以内）を散布する。
　　トラサイドA乳剤はアブラナ科野菜（ハクサイ、
　　青菜、ダイコン）などに薬害がでるので注意する。

フェニックスフロアブル

—

アビオン－E（展着剤）

３００㍑

①

②

①

①

②
ペンコゼブ水和剤

アーデント水和剤

レーバスフロアブル

クビアカスカシバ
対策

さくらんぼ飛散厳禁
開花前

（６月上旬）

パダンＳＧ水溶剤
③

スイッチ顆粒水和剤

休眠期

１回

晩腐病・べと病の発生が多い園地では、展葉初期までにＩＣボルドー６６Ｄ１００倍を単用散布する。

②

③

②

展葉７～８枚

（５月下旬）

ペンコゼブ水和剤 ペンコゼブ水和剤

マネージＤＦ

①

前日まで

デランフロアブル 落弁期まで
（但し、７５日前まで）

２回以内

—①
アイヤーエース（展着剤）

防除実績
（メモ）

対象病害虫防除時期
農 薬 使 用 基 準
収 穫 前 使 用 時 期
使 用 回 数

２００㍑

（１）前年の房とり残しの部分や巻ヒゲ及び結果母枝の
　　枯死部分などの除去は晩腐病防除に重要であるので
　　徹底する。
（２）前年度晩腐病が発生した園地では、結果母枝にト
　　ップジンMペースト３倍液（休眠期３回以内）を塗
　　布する。なお、萌芽後の使用は薬害が生じる恐れが
　　あるので、必ず萌芽前に使用する。
（３）前年ブドウトラカミキリ（キクイムシ）の発生が
　　多かった園地では、訪花昆虫の活動前にトラサイド

A乳剤３００倍（発芽前２回以内）を加用散布する。

／①

／

休眠期

（ビニール被覆前）

露地栽培 雨よけハウス栽培

散布量

(１０ａ)
日月項事意注

ベフラン液剤２５

①

ベフラン液剤２５

（１）満開時の散布をさける。

（２）汚染防止のため、この時期より展着剤を使わない。

（３）アミスター１０フロアブルはりんごに薬害が出る
　　ので絶対に飛散しない様に注意する。

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護するため、りんごの花が終わるまで殺虫剤の散布は行わない。

２００㍑

展葉２～３枚

（５月上中旬）
②

①

（１）コウモリガの加害時期なので、幹周辺を清掃し、
　　見つけ次第捕殺する。

（２）スイッチ顆粒水和剤はさくらんぼに薬害が発生する
　　恐れがある為、飛散に十分注意する。

（３）パダンSG水溶剤は、デラウェアに登録がないため
　　散布に十分注意する。

パダンＳＧ水溶剤

デランフロアブル

②

／

／

／

①

ダントツ水溶剤

オンリーワンフロアブル

（１）さび病の多発するところでは、７月上旬及び７月
　　下旬にＩＣボルドー６６Ｄ５０倍を棚上から散布す
　　る。

２５０㍑

①

③

べ と 病
ランマンフロアブル

コロマイト水和剤

（１）ダニ剤を散布する場合は通常防除時より薬液を多
　　く準備し、散布ムラのないように十分散布する。

（２）露地栽培で、べと病が発生した場合は、
　　ベトファイター顆粒水和剤２,０００倍
　　（３０日前まで３回以内）を単用散布する。

令 和 ５ 年　　ぶ　ど　う（大粒種）病　害　虫　防　除　暦

／

（１）この回以降、マンゼブを含む剤（ペンコゼブ水和
　　剤、テーク水和剤等）を使用する場合、総使用回数
　　は２回以内なので注意する。

さくらんぼ飛散厳禁

テッパン液剤

スタークル顆粒水溶剤

／

（　シャインマスカット・キャンベル・ナイヤガラ・スチューベン・ピオーネ・巨峰等　）

晩 腐 病

褐 斑 病

黒 と う 病

つ る 割 病

②

６月下旬

③

落花直後

（６月中旬）

ベトファイター顆粒水和剤

アミスター１０フロアブルアミスター１０フロアブル

３０日前まで

３００㍑

３００㍑

①

ハ ダ ニ 類

フルーツセイバー

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

①

アイヤーエース（展着剤）

③

②

③

２００㍑

３００㍑

②

①

②

フルーツセイバー

スタークル顆粒水溶剤

／②

①

前日まで

２回以内

①

パレード１５フロアブル

③

テッパン液剤

／

使用回数

②

①①

ベトファイター顆粒水和剤

①

　ダニ剤散布７日前に除草剤を使用するか、ダニ剤散布４日前に草刈を実施する。

　　　　　　　　　　商品性の高い果実を生産するため、満開前に房づくりを行う。

訪花昆虫の活動がない時に散布する。

さくらんぼに飛散する恐れがある園地では、
スイッチ顆粒水和剤、ペンコゼブ水和剤に代えて
テーク水和剤１,０００倍（４５日前まで２回以内）
を散布する。
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農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

カ イ ガ ラ ム シ 類 ① スプレーオイル ５０倍 （２㍑）
発芽前まで

—

ふ く ろ み 病 ② トレノックスフロアブル ５００倍 （２００ｍｌ）
１４日前まで

３回以内

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫 ③ アプロードフロアブル １,０００倍 （１００ｍｌ）
１４日前まで

２回以内

／

開花前
黒 斑 病

か い よ う 病
① ＩＣボルドー４１２ ３０倍 （３.３ｋｇ） — ３５０㍑

（１）前年度、黒斑病・かいよう病の発生が
　　あった園地では必ず散布する。
（２）開花前まで遅れないように散布する。

／

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 斑 病 ② マイコシールド ２,０００倍 （５０ｇ）
２１日前まで

３回以内

灰 星 病 ① オンリーワンフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで
３回以内

（１）ふくろみ病の被害果は見つけ次第摘み取り
　　土中深く埋める。

黒 斑 病

か い よ う 病
② アグレプト水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）

３０日前まで
２回以内

ケ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類
コ ス カ シ バ
ハ マ キ ム シ 類

③ フェニックスフロアブル ４,０００倍 （２５ｍｌ）
前日まで

２回以内

炭 疽 病

ふ く ろ み 病
① トレノックスフロアブル ５００倍 （２００ｍｌ）

１４日前まで
３回以内

黒 斑 病 ② マイコシールド ２,０００倍 （５０ｇ）
２１日前まで

３回以内

ア ブ ラ ム シ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類

③ モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍 （５０ｇ）
前日まで
３回以内

／

炭 疽 病

ふ く ろ み 病
① トレノックスフロアブル ５００倍 （２００ｍｌ）

１４日前まで
３回以内

ア ブ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類
② サイアノックス水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）

２１日前まで
２回以内

灰 星 病 ① オンリーワンフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで
３回以内

黒 斑 病 ② マイコシールド ２,０００倍 （５０ｇ）
２１日前まで

３回以内

ア ブ ラ ム シ 類

（ シ ン ク イ ム シ 類 ）
③ バリアード顆粒水和剤 ２,０００倍 （５０ｇ）

前日まで
２回以内

ア ブ ラ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類

① スカウトフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで
３回以内

４００㍑
（１）スカウトフロアブルは、魚類に対する毒性

が極めて強いので養魚池、河川等の近くでは
絶対に使用しない。

灰 星 病

黒 星 病
① ナリアWDG ２,０００倍 （５０g）

前日まで
２回以内

ア ブ ラ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類

② モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍 （５０ｇ）
前日まで
３回以内

ナ ミ ハ ダ ニ ③ ダニコングフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで

1回

灰 星 病 ① インダーフロアブル ５,０００倍 （２０ｍｌ）
前日まで
４回以内

ケ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類
② エクシレルＳＥ ２,５００倍 （４０ｍｌ）

前日まで
３回以内

黒 星 病 ① スクレアフロアブル ３,０００倍 （３３ｍｌ）
前日まで
３回以内

ハ ダ ニ 類

シ ン ク イ ム シ 類
② アーデントフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）

前日まで

３回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

ア ブ ラ ム シ 類
シ ン ク イ ム シ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類

② モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍 （５０ｇ）
前日まで

３回以内

灰 星 病 ① オンリーワンフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで

３回以内

ケ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類
② エクシレルＳＥ ２,５００倍 （４０ｍｌ）

前日まで

３回以内

灰 星 病

す す 点 病
① アミスター１０フロアブル １,０００倍 （１００ｍｌ）

前日まで

３回以内

シ ン ク イ ム シ 類

ア ブ ラ ム シ 類
② スカウトフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）

前日まで

３回以内

灰 星 病 ① インダーフロアブル ５,０００倍 （２０ｍｌ）
前日まで
４回以内

ケ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類
② エクシレルＳＥ ２,５００倍 （４０ｍｌ）

前日まで
３回以内

① アビオン－E（展着剤） ２,０００倍 （５０ｍｌ） —

か い よ う 病
黒 斑 病

② ＩＣボルドー４１２ ３０倍 （３.３ｋｇ） —

コ ス カ シ バ ③ フェニックスフロアブル ４,０００倍 （２５ｍｌ）
前日まで
2回以内

黒
斑
病
重
点
防
除

収穫後 ４００㍑ ／

コスカシバの発生が多い園地では、トラサイドＡ乳剤２００倍（収穫後～発芽前の幼虫食入期　２回以内）を樹幹及び主枝に十分散布する。（１００～４５０㍑／１０ａ）

／

４月下旬

（満開3日後）
／３５０㍑

／

／

／

４００㍑5月中旬 ／

／

令 和 ５ 年　　す も も （プ ル ー ン）　病　害　虫　防　除　暦

フェロモン剤設置時期（５月２０日頃）【 コスカシバ対策はスカシバコンL５０～１００本／１０ａ、ハマキムシ対策はハマキコン－N１５０本／１０a 】

黒

斑

病

重

点

防

除

４００㍑
５月上旬

（殺虫剤解禁直後）

／

対象病害虫
薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

発芽前

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護する為、りんごの花が終わるまで殺虫剤（ＢＴ剤を除く）散布は行わない。

９月上旬

（除袋後）

６月下旬

5月下旬 ４００㍑

４００㍑

６月上旬

４００㍑

４００㍑８月下旬

４００㍑

（１）スカウトフロアブルは、魚類に対する毒性
が極めて強いので養魚池、河川等の近くでは
絶対に使用しない。

４００㍑

（１）ナリアＷＤＧは、西洋なし（ル・レクチェ）
　　ぶどう（ピオーネ、藤稔、サニールージュ、
　　シャルドネ）に薬害がでるので注意する。

４００㍑

７月上旬

８月上中旬

（８／１０頃）

７月中旬

４００㍑

２０２２年１１月1日現在

４００㍑ ／

／

／

（１）マシン油等を使用する時は、低温時の使用
　　をさけ好天の続く時に使用する。

（２）発芽前までに遅れない様に散布する。

（３）枝を洗うように丁寧に散布する。

フェロモン剤設置時期（４月２０日頃）【 ナシヒメシンクイ、スモモヒメシンクイ対策は、ナシヒメコン ５０～１００本／１０ａ 】

３５０㍑

６月中旬

７月下旬 ／

防除実績
（メモ）

防除時期 月日
散布量

(１０ａ)
注意事項

（１）ハダニ類の発生がみられる場合は、
　　ダニゲッターフロアブル２,０００倍
　　（前日まで１回）を加用散布する。
（２）アーデントフロアブルは、魚類に対する
　　毒性が極めて強いので養魚池、河川等の近

くでは絶対に使用しない。

／

晩生種のみ散布する。

早生種の散布は収穫２１日前
まで終了する。

黒斑病の多発した園地では、
ＩＣボルドー４１２ ３０倍

を前回散布１４日後に追加散布する。

晩生種のみ散布する。



うめ
かき

20

てんどう
農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

カ イ ガ ラ ム シ 類 ① スプレーオイル ５０倍 （２㍑）
発芽前まで

—

黒 星 病 ② トレノックスフロアブル ５００倍（２００ｍｌ）
２１日前まで

２回以内

カ イ ガ ラ ム シ 類 幼 虫 ③ アプロードフロアブル １,０００倍（１００ｍｌ）
７日前まで
２回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 星 病

す す 斑 病
② オーソサイド水和剤８０ ８００倍 （１２５ｇ）

２１日前まで
３回以内

（１）ヤニ吹き果の多い樹では、この回以降３回、ヨー
ヒＢ５、８００倍を加用散布する。

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 星 病

す す 斑 病
② ナリアＷＤＧ ２,０００倍 （５０ｇ）

７日前まで
２回以内

ア ブ ラ ム シ 類 ③ モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍 （５０ｇ）
前日まで
３回以内

／

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

黒 星 病

す す 斑 病

ア ブ ラ ム シ 類

シ ン ク イ ム シ 類

アカマダラケシキスイ

③ バリアード顆粒水和剤 ４,０００倍 （２５ｇ）
前日まで

２回以内

／

ケ ム シ 類 前日まで

コ ス カ シ バ ２回以内

黒 星 病

前日まで

３回以内

５００倍（２００ｍｌ）

／

（１）日中高温時（２５℃以上）の散布は避ける。

４００㍑

（２５ｍｌ）

４月下旬
（落花直後）

３５０㍑

５月上旬

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護する為、りんごの花が終わるまで殺虫剤（ＢＴ剤を除く）散布は行わない。

３月中旬
（発芽前）

② スコア顆粒水和剤

①

／

5月中旬
（５／２０頃）

９月中旬

（収穫後）

６月中旬

（６／１５頃）

ナミハダニが発生した場合、ダニコングフロアブル２,０００倍（前日まで１回）を散布する。

３,０００倍

① フェニックスフロアブル ４００㍑４,０００倍

（３３ｇ）

令 和 ５ 年　　う　め　病　害　虫　防　除　暦

防除時期
散布量

(１０ａ)
日月項事意注

２１日前まで

２回以内

／

（１）品種や系統によって発芽時期が異なるので適期
防除に努める。

（２）マシン油等を使用するときは、低温時の使用を
避け、好天の続くときに使用する。

400㍑ ／

防除実績
（メモ）

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

対象病害虫

トレノックスフロアブル

４００㍑

／

３５０㍑

フェロモン剤設置時期（５月２０日頃）【 コスカシバ対策 スカシバコンL ５０～１００本／１０ａ 】

（１）訪花昆虫保護のため、訪花昆虫の活動前（１５℃
になる前）に防除を終了する。

／

農 薬 使 用 基 準

収 穫 前 使 用 日 数

使 用 回 数

カ イ ガ ラ ム シ 類 ① スプレーオイル ５０倍 （２㍑）
発芽前まで

—
（１）マシン油等を使用する時は、低温時の使用をさけ
　　好天の続く時に使用する。

カ イ ガ ラ ム シ 類
幼 虫

② アプロード水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
開花期まで

（但し、45日前まで）
２回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

② モスピラン顆粒水溶剤 ２,０００倍 （50ｇ）
前日まで
３回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

② オーソサイド水和剤８０ １,０００倍 （１００ｇ）
7日前まで
５回以内

フジコナカイガラムシ
カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ
カ メ ム シ 類

③ サイアノックス水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
４５日前まで

３回以内

炭 疽 病 ・ う ど ん こ 病
落 葉 病

① オンリーワンフロアブル ２,０００倍 （５０ｍｌ）
前日まで
３回以内

ア ザ ミ ウ マ 類
カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

② アグロスリン水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
前日まで
３回以内

ア ザ ミ ウ マ 類
カ キ ノ ヒ メ ヨ コ バ イ

② ダントツ水溶剤 ４,０００倍 （２５ｇ）
７日前まで
３回以内

① アイヤーエース（展着剤） １０,０００倍 （１０ｍｌ） —

落 葉 病 ・ 炭 疽 病
う ど ん こ 病

② オキシンドー水和剤８０ １,０００倍 （１００ｇ）
１４日前まで

５回以内

ア ザ ミ ウ マ 類
カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

③ アグロスリン水和剤 １,０００倍 （１００ｇ）
前日まで
３回以内

落 葉 病 ・ 炭 疽 病
う ど ん こ 病

① オキシンドー水和剤８０ １,０００倍 （１００ｇ）
１４日前まで

５回以内

２０２２年１１月1日現在

８月上中旬

アミスター１０フロアブル

３０日前まで
２回以内

前日まで
３回以内

ア ザ ミ ウ マ 類
コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 類
カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

フジコナカイガラムシ

カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

カ メ ム シ 類

５００倍
６月中下旬

７月下旬

バリアード顆粒水和剤

サイアノックス水和剤 １,０００倍

トレノックスフロアブル

（１００ｇ）

（５０ｇ）

５００㍑

令 和 ５ 年　　か　き　病　害　虫　防　除　暦

防除時期
散布量

(１０ａ)
注意事項対象病害虫

（１）ハマキムシ類の発生の多い園地ではさらに
　　ダイアジノン水和剤３４ １,０００倍を散布する。
　　（４５日前まで４回以内）

３５０㍑ ／

／

休眠期
（発芽前）

開花直前

（５月下旬頃）

５月中旬

５００㍑

４００㍑

（１）落葉病とアザミウマ類防除の重要な時期なので、
　　遅れないように葉裏まで「丁寧」に散布する。

（２００ml）①

防除実績
（メモ）

薬剤名・混用順序・倍数
（薬量／水１００㍑）

月日

／

／

ミツバチ・マメコバチ等の訪花昆虫を保護する為、りんごの花が終わるまで殺虫剤（ＢＴ剤を除く）散布は行わない。

ア ザ ミ ウ マ 類
カ イ ガ ラ ム シ 類
カ メ ム シ 類
カ キ ノ ヒ メ ヨ コ バ イ
カ キ ノ ヘ タ ム シ ガ

／

５００㍑ ／

①
７日前まで

３回以内

炭 疽 病 ・ 落 葉 病
う ど ん こ 病

（１）アザミウマ類防除の特に重要な時期である。
（２）降雨の続く場合は、落葉病対策としてさらに
　　９月上旬にナリアWDG２,０００倍（前日まで
　　２回以内）を散布する。ただし、ナリアＷＤＧは、
　　西洋なし（ル・レクチェ）、ぶどう（ピオーネ、
　　藤稔、サニールージュ、シャルドネ）に
　　薬害がでるので注意する。
（３）チャノキイロアザミウマの発生が多い場合は、
　　９月上旬にアディオン乳剤３,０００倍を散布す
　　る。（７日前まで５回以内）

４５日前まで

３回以内

２,０００倍

５００㍑

②

５００㍑ ／

②

落 葉 病
炭 疽 病
す す 点 病

満開期

（６／１０頃）

７月中旬

１,０００倍

５００㍑ ／

落 葉 病 ・ 炭 疽 病

黒 点 病 ・ す す 点 病

う ど ん こ 病

（１００ｍｌ）
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